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論文題目：日本基督教団の戦前・戦後史  

           ―教団合同・戦争責任・万博問題を中心に― 

 学位申請者 川口葉子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 川村邦光 

  副査 大阪大学教授 杉原 達 

  副査 大阪大学准教授 北村 毅 

【論文内容の要旨】

 本論文では、日本基督教団（以下、教団と略）の戦前・戦後史、特にアジア・太平

洋戦争下での 1941 年のプロテスタント 30 余派の合同と「日本基督教」の形成、教団
の敗戦後と戦争責任告白、1960 年代末からの万博問題と教団内の抗争に論点を絞って、
教団史ひいては日本キリスト教史の問題性を明らかにして再検討し、社会的な関係性

を問うなかから日本キリスト教史の深化を目指そうとしている。

序論では、教団史および日本キリスト教史に関わる先行研究を批判的に検討して、

問題の所在を明らかにし、問題を設定する。全体の議論では、アジア・太平洋戦争と

の社会的・政治的な関係性において歴史化していく視点を一貫して重視し、教団の歴

史的な展開を戦争経験に関する記述や語りのもとで探究することを課題とする。 

第一章では、戦時体制の中で教団が結成され、国策に奉仕し戦争協力する「日本基

督教」が形成され、教団内の信仰統制を強化して、帝国臣民として積極的に国策を担

う戦争動員の機能を果たしたことを明らかにする。第二章では、敗戦後、教団が社会に

対してどのような関わりをもち、どのように展開してきたかを検討する。1950 年代では国
家に対する役割意識を継続してもつが、1960 年代に入ると、世界的な神学の転換を背景に
して、「この世」での社会的活動が信仰のなかに位置づけられ、社会との関係のあり方が問

われていく時期であり、そこから教団紛争の素地を生み出すことになったことを論じる。

 第三章では、教団におけるアジア・太平洋戦争の経験が語られ、戦争責任告白を契機と

して、キリスト教としての本質主義的議論と根源的な教団批判が生み出され、戦争の問題

を外部のものとして切り捨てていく方向性と、その問題を包摂することによってキリスト

教を問い直そうとする方向性が対立を深化させていったことを考察する。第四章では、万

国博覧会にパビリオンとして出展されたキリスト教館の検討を通して、キリスト教館が万

国博の政治性の中に規定される存在であったことを検討する。他方、反博キリスト教館は

反戦と結びつき、キリスト教の政治性を徹底して批判する運動へと展開して、教団紛争を

激化させていったことを明らかにしている。第五章では、教団紛争の中で北森嘉蔵の「神



の痛みの神学」が戦後教団の神学的・思想的支柱となり、現状肯定の論理として機能して

体制補完のイデオロギーの役割を果たしたと批判されて問い直され、イエスを史的・実存

的に捉えていく議論、また観念と現実を逆転させた体制擁護のキリスト教を根底から問う

パウロ主義批判が展開されて、新たな神学的思想が提示されたことを考察する。終章では、

全体をまとめて、キリスト教と「この世」社会のあり方に対する絶えざる問題提起こそ、

教団の歴史的展開の動因になっていることを指摘して締め括っている。

【論文審査の結果の要旨】 

本論文は、日本基督教団による正史といえる教団史ひいては日本キリスト教史における

問題性を批判的に検討して、教団の社会的・政治的な関係性を問うなかから、教団史の再

構築を目指していている意欲的なものである。教団の形成、教団の戦争責任告白、万博問

題による教団内の抗争、以上が主要な論点となっている。この三論点に関しては、教団で

もいまだ決着のついていないものであり、日本キリスト教史研究において鋭く問題提起を

している意欲的なものであると考える。以下、本論文で評価できる点を挙げてみよう。

第一に、全体的に概観して述べると、本論文では教団が社会的なもののなかで問われる

ことで成立し展開してきたことする視点から、教団におけるキリスト教が内面的に自己充

足的なものとして存立してきたのではなく、社会的・政治的な事態ないし状況との関係性

のなかで生成・展開してきたことを、重要かつ具体的な事件もしくは出来事を通じて明ら

かにしていることである。

第二に、この論文で主要な論点になっている、教団の形成、教団の戦争責任告白、万博

問題による教団内の抗争、戦前・戦中における国家そして戦争との関わり、敗戦後での戦

争責任を介した国家・社会との関わり、以上の２点を問題視し、教団内抗争へと発展した

大阪万博、いずれに関しても教団のキリスト教神学と密接に関連させながら、教団の社会

的および政治的な姿勢を教団内外の多くの資料を用いてところは評価できる。

第三に、教団内の抗争を分析する際に、まずは教会派と社会派のいずれかに偏った論述

をすることなく、詳しく両派の見解を丁寧に記したうえで、批判的な見解を述べていくと

いう構成をしているところは学術的な姿勢として評価できる。その際には、自分の立場を

ある程度ははっきりさせる必要もあろう。戦中から戦後、1970 年代前半まで教団の中心的
な神学となっていた北森嘉蔵の「神の痛みの神学」、またそれに対する批判、そして社会派

の人間イエス論・パウロ主義批判に関して、当時の文献を用いて、問題点を丁寧に整理し

ながら、当時のキリスト教・神学の思想史的な展開を明らかにしている。

1960 年代にカトリックでは解放の神学が唱えられ、南米などのカトリック国における被
抑圧者の解放闘争を推し進めていったが、日本のキリスト教界にも大きな影響を及ぼした

と考えられる。本論文で記されている社会派・造反派の神学における人間イエス論に関し

ても解放の神学の影響があったことに関して論及することが必要だった。特に東京神学大

学での闘争は大学当局ばかりでなく、教団批判を徹底して行ない、教会派と社会派の亀裂

を深めて今日まで継続させたものであり、紙幅を割いて論じてほしかった。だが、こうし

た残された課題はもとより本論文の意義を損なうものではなく、今後の研究を深化させて

いくうえでの課題と考えられるべきものである。よって、本論文を博士（文学）の学位に

ふさわしいものであると認定する。


